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目本地質アト学ス

地質アトラス編集委員会

昭和53年に100万分の1日本地質図第2版が第1版

から80年を超えた後に出来上った･なにぶん全紙4枚

にわたるものであり掛軸として仕上げてみると部屋の

天井から床に達するものである.これが地図帳となっ

て手許でじっくり見ることカ拙来たらと感じた人がきっ

と多かったに違いない.

明治15年(1882)地質調査所が農商務省内に創設され

てから来年で丁度100年となる.日本の国土の実態を

把握し地質･地下資源の調査研究を進める目的を有す

る地質調査所の100週年を記念する出版物として何か

最も適当かと議論された時地質アドラスカミ最もそれに

ふさわしいとの声が期せずして上ったのは当然のことだ

ったといえよう.

早速100週年記念事業としての地質アトラス検討委員

会が所内に設けられ第1回の委員会カミ開かれたのは昭

和55年5月のことであり以後回が重ねられ編集委員

会となったのは55年12月のことであった･委員会は各

部から選出された1工名の委員から構成され山田直利

磯部一群固中憲一の3名か幹事となり委員長も礒見

博陶山津拾佐藤博之と交代したが着々と各部門の

原稿作成編集基図調製が進められこのほどようや

く完成のめどがついた･

この種類のものとしては世界地質図だけのものとして

UNEscoからAt1asgる｡1ogiquedumondeGeo1ogica1

Wor1dAt1asが逐次出版中であり完成にはまだ時間カミ

か"そうである.また国際的事業の一環として昭

穐52年に出版されたr日本国勢地図帳｣(ナショナルアト

ラス)は全216葉でありその申自然を表したもの21項買

気候が!7項目である.21のうち地質に関係するもの

としては地質図(1/250万)地質構造図(1/400万)

地下水(1/250万)温泉(1/400万)周辺海域底質図

(1/250万)重力異常図(1/250万2図)震源図(1/400

万2図)地殻変動図(!/800万4図)などであり今

回の地質アトラスは日本の国土の地球科学的実態を示.

すものとしては正に画期的なものであると云えよう･

以下にこの地質アトラスについて最初に全般的概略

を述べ次に各項目について簡単な説明を加えたい･

標題

犬きさ

ぺ一ジ数

製本

縮尺

裏ぺ一ジ

目本地質アトラス(仮題)

A3判見開きA2判(420×594mm)

約120ぺ一ジうち多色刷61ぺ一ジ

折帳式製本とし見開きの部分に糸綴

りが現れないようにする.

原貝Uとして400万分の1にしてあるカミ

地質図海洋関係重力図などは丁覧

表にあるように100万分の1300-600

万分の150万分の1とされている.

見開きに多色刷を印刷した裏のぺ一ジ

についてはその図面についての解説

表など文献を記す以外に以下の地球

科学の資料を掲載する.

地質調査所の地質図の変遷と種類各

種岩石面積値地質図幅目録図年代

測定法地質年代表元素存在度等

図面の内容

地質図(8葉に分割する)(1/100万)

日本周辺海底地質図(1/300万)

日本周辺海域重力異常図(!/600万).､

日本周辺海域磁気異常パタニン図(1/600万)'

日本周辺海域室中磁気図(1!400万)

ランドサット地質構造図(!/400万)

活断層図(陸域のみ)(1/400万)

火山図(1/400万)

放射年代図化闇岩類変成岩類

火山岩類(1/400万)

鉱床分布図金属鉱床非金属鉱床(1/400万)

油田･ガス困図(新潟秋田拡大図挿入)(1/400万)

炭田図(1/400万)

地熱温泉分布図(1/400万)

温泉放熱量分布図(1/400万)

地ヒり分布図(1/400万)

水理地質図(1/400万)

関東一東海地域重力団(1/50万)

以下各図面について順を追い要一毛を述べたい･�
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第1図100万分の1地質図の区画

�

地質図(縮尺100万分の1)

100万分の1日本地質図の第2版(1978)は明治以後

ほぼ1世紀の間に到達した“日本列島の地質学"の集大

成として各界に好評をもって迎えられた.しかし

1970年代後半から最近にかけての地質学の進展にはめ

ざましいものがある.今回地質アトラスに8葉に分

割して掲載される地質図では微化石による中･古生層

の層序区分の修正年代測定による新第三紀火山岩類の

時代の変更など最新の文献に基づく大幅な改訂がださ

れている.分割された地質図はそれぞれ地方図と

しても手ごろであろう.各地質図の裏面には対比表

など若干の図表･解説が印刷されまた挿入図(800万

分の1)2葉が添えられる.

日本周辺海底地質図(縮尺300万分の1)

本図は地質調査所が昭和49年以来地質調査船白嶺丸

を使用して海底地質調査研究を行ってきた結果の集大

成であり既出版の海底地質図(縮尺100万分の1)を総

括編集したものである･本図は日本列島周囲の大陸

棚･大陸斜面及び深海底の地質を示したものであって

地層岩石は堆積層と音響的基盤に2大別されそれぞれ

時代別に細分されており地質構造は断層･摺曲により

表現されている･本図によってわれわれは初めて日

本周辺の海底地質の全貌を一見して捉らえることが可能

となった､この点だけでも本図はまさに画期的意咲

をもつと言えよう･日本列島陸域の地質図とこの海底

地質図とを合わせ読むことによって初めて日本列島の

成因を正しく理解できると同時に本図は今後の海洋地

質調査研究の基盤として又鉱物資源開発地震予知

環境保全等多方面にわたっての重要荏基礎資料となるで

あろう.

日本周辺重力異常図及び地磁気異常パタｰン図(縮尺

600万分の1)

これらの図も地質調査所の海底地質調査研究を通じて

取得したデｰタに基づき作成されたものであり日本

周辺海底地質図と合わせて海底地質や地殻構造を理解

するのに役だつ･日本周辺重力異常図はフリｰエア重

力異常を20ミリガル間隔の等値線で示しさらに異常の

高低を程度に応じて色分けする･地磁気異常パタｰン

図はコンピュｰタのデｰタ処理によって作成され白嶺

丸調査研究航海の側線に沿って異常の高低を表現し

正異常と負異常を色分けしている｡本図を一べつして

伊豆小笠原島弧付近全般カミ高異常であり又東北地方太

平洋側や北部九州沖等に帯状の高異常が認められるのカミ

特徴的である.

日本周辺海域空中磁気図(縮尺400万分の1)

本邦周辺陸棚海域における炭化水素資源賦存状況の把

握を主たる目的として地質調査所物理探査部は航空機

による空中磁気探査を過去10数年に亘り実施し陸棚海

域をほぼ網羅する高精度の室中磁気図を逐次作成してき

た.地質アトラスに載せる空中磁気図はコンタｰ間隔

25ナノテスラカラｰ着色(5色)で表示される.こ

の空中磁気図は炭化水素資源評価の基礎となる堆積盆構

造の解明ばかりでなく基盤構造の解析を通して日本列

島の構造発達吏の解明等にも大きく寄与している･

ランドサット地質構造図(縮尺400万分の1)

地球観測衛星LANDSATの1号カミ1972年に打上げ

られて以来すでに10年カミ経過しLANDSAT写真も最

近はか狂りポピュラｰに狂ってきている･本図は2号

3号による最新の鮮明狂映像(image)から解析した本

邦で始めての日本全国地質構造図である･衛星写真で

最も認め易いリニアメントを中心に環状摺曲構造な

どが記入され我が国の衛星写真で最も特徴のある地質

要素である第四紀火山もできるだけピック･アップされ

ている.落着いた黄土色を基調にまとめられたこのラ

ンドサット構造図は1000キロメｰトル離れた宇宙から

鳥目散する我が日本の地質骨格そのものであり見る人ご

とにさまざまの日本のイメｰジを与えることであろう･

活断層図(縮尺400万分の1)

最新の知見にもとづき陸上部の活断層及び地震断層�
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は各火山の型式時代化学組成の

範囲などが示されている｡

放射年代図(縮尺400万分の1)･

a)花嵩岩類

b)変成岩類

C)火山岩類

我が国の放射年代図については｡

花開岩類と変成岩類がすでに出版さ

れており(NozAwA1975.1977)各

方面で利用されている.とれらあ

年代図に出版以後現在までの新しい

年代デｰタを花筒岩類について約

100点変成岩類について約50点追

加した.さらに火山岩類のK-

ArRb-Sr年代デｰタ約220点を

プロットした放射年代図を作成し危.

火山岩類の年代を示したことは噴

火予知防災地熱利用に大きく寄

与するであろう.

第2図地磁気異常バタｰン図

の位置と変位の主成分を地質図上に示したものである.

地震断層についてはその発生年をも示してある.た

だし既存文献に示された活断層であっても短いもの

確実度や活動度の低いもの第四紀後期に活動していな

いものは除外してある･小縮尺図ではあるが活断層

の地域性地質との関係内陸直下型地震のリスクなど

の要点は本図によって知って頂けるであろう.

火山図(縮尺400万分の1)

この火山図では日本の第四紀火山(総数248)を第四紀

前期(古い火山)と同中期以降のもの(新しい火山)に分け

岩質別に分布を示した･火山の構成岩種が火山フロン

トから大陸側に規則的に変化するさまカミ海の深さや深

発地震震源面の深さなどとともに表現されまた付表に

よう配慮してある.

を採用し金属･非金属別にまとめたものは

最初である.

鉱床分布図(縮尺400万分の1)

a)金属鉱床分布図

b)非金属鉱床分布図一

この2葉は国の正式統計に示された

生産量に基づいて各鉱種ごとに鉱

床のポテンジャリティ上位のも'ρ

をタイプ別･鉱床別･ポテンジャリ

ティ別にプロットしたものである.

それと同時に1/200万目本地質図

(第4版)を基礎として組みたてた

地質図を背景に入れ鉱床の分布と

地質との関係が巨視的に理解される

鉱床分布図としてこの種の様式

この2葉カミ

油田･ガス国分布図(縮尺400万分の1)

本図にはユ872年一1980年の間に生産実績のあった

油田及びガス田(炭田ガス岡やC0｡ガス岡を含む)の分布を

示した･さらに陸域はもとより周辺海域について

も新第三紀･第四紀堆積物の厚薄分布を概略であるが

表現した･また近年盛んに行われている海域の試掘

弁の位置も昭和55年度末までのデｰタで明示した.

付図には1874年一1972年の間の地域別累計産油量

の概数を示すと共に1955年一1980年の間の地域別産

油･産ガス量を5年毎に示しその変遷をたどった.�
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第3図

炭田図の原稿

炭田図(縮尺400万分の1)

小縮尺であるため一部省路はしたカミ我カ洞の主要炭

田･含炭地名とその位置拡がりを示している･しか

しこれら多数の炭田の中現在大規模に採炭が行われ

ているのは釧路石狩三池崎戸一松島高島の5

炭田のみというのは淋しいことである.その他参

考資料として地域別出炭量1965年から1980年の間の

全国出炭量稼動炭鉱数能率産業別消費量の推移

輸入炭の炭種や輸入先国の構成を図表で示している.

地熱温泉分布図.(縮尺400万分の1)

日本の温泉で湧出量が1001/min以上のもの929温泉と

6つの地熱発電所の分布を示した･湧出量1001/min

以上をとると一般に知られている温泉はほぼすべてを

網羅することになる･グリンタフ地域の境界線カミ併記

され同地域が日本の地熱･温泉にとって最重要の地域

であることを示している.

温泉放熱量分布図(縮尺400万分の1)

日本の温泉から水流出の形で放出される熱量の分布を

2万5千分の1地形図の区画毎に示したものである.

1,029箇のデｰタカミ105,104,108,102及び101以上な

らびに10i未満(単位はμWm-2)と6段階に色分けされて

いる.各地方の地熱エネルギｰポテンシャルを見積も

る時の一つのべ一スマップとして有用である.�
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第4図東関東地域重力異常図の一部
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地ビリ分布図(縮尺400万分の1)

この図はr地すべり防止区域｣として国の指定を受け

ている約4,600箇所の地ヒり分布を地質図に重ねて示し

たもので岩石･地層の分布と密接放関係があることカミ

ｰ目で分かる.地ヒり分布カミ特に密集している地域は

グリンタフ地域や炭田地域の第三系西南日本外帯の結

晶片岩や超塩基性岩及び白亜系の和泉層灘などの分布

地域に相当する.

水理地質図(縮尺400万分の1)

Hydrogeo1ogica1Mapを日本語で水理地質図と訳

すか水文地質図と訳すかは別にしてここでは日本

に分布する岩石･地層を17の図示単位に区分し各々の

図示単位について主要岩相と固結度･巨視的にみた透

水性･地下水の賦存型態カミ表示されている.

最近では硬質岩盤地帯で大規模な建設工事が行われ

工事に伴う地下水挙動の変化とその処理が問題として提

起されているカミ上記の図示単位の表示もこのような

課題にこたえるものである･本図には大規模な被圧

地下水盆に対する垂直方向の図示カミ無いが裏面の挿図

中に模式断面図として説明されている･

関東一東海地域童カ図(縮尺50万分の1)

関東一東海地域について既存重力デｰタについてコ

ンピュｰタｰを用いて系統的に処理を行い広域精密重

力団(ブｰゲｰ異常図)を完成した.コンタｰ間隔は1

㎜ga1で正の重力異常域を赤色負の重力異常域を黒

色で表示する.この重力図は地下構造を知る上で役

立つだけでなく地震予知の面でも重要な情報と考えら

れる.�


